
No.12 工事現場の可視化と遠隔地での確認（1/4）

Ⅰ．現場監督・検査の負担軽減
●施工状況の確認のため現場に行かなければならないが、なかなか行く時間がない
●現状は、監督職員が現場に行って、出来形や施工状況を確認することとなっている
●施工者が確認した出来形を監督職員が臨場して再度確認しており、非効率である

ニーズの概要

現在の確認の方法（出来形）

監督職員

施工者

現在の確認の方法（トンネル吹付け厚さ）

●モニターカメラを現場
に設置し臨場による監督
行為を低減するとともに、
記録として録画し検査に
活用

●３Dデジタルカメラ等に
よる出来形計測を行い、
画像毎（計測値含む）イ
ンターネットで繋ぎ、事務
所等での段階確認等を
実施

監督職員

施工者

現在の確認の方法（配筋）

現在の確認の方法（岩判定）

監督職員

施工者

監督職員
施工者

期待するシーズ



Cｏｎ打設などにおいて適切な作業手順で施工されているか、施工状況確認のための時間確保が困難

層厚管理（組立架台へのマーキング） バイブレーター挿入間隔マーキング（＠50cm） バイブレーター挿入長管理（ﾏｰｷﾝｸﾞ層厚+10cm）

■橋梁下部

■トンネル

バイブレーター挿入間隔をマーキング

挿入間隔50cm以内となるようマーキング 打ち重ね高さを防水シートにマーキング

打重ね高さの見える化 バイブレーター挿入量の見える化

打重ね高さのマーキングを使用し、前層へ10ｃｍ挿入

ライブ配信により施工状況の確認が可能になるとともに、録画により受発注関係者にて良否の議論が
可能となり品質向上のための改善点等、次への反映が可能となる
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期待するシーズ



Ⅱ.施工状況確認による工事事故抑制
●工事事故防止の安全対策やＫＹ活動による作業員の安全に対する意識向上の取組み

を行っているものの事故撲滅には至らない

●事故要因の多くは、不安全行動などによるヒューマンエラーである

●作業状況の「見える化」により、作業手順書が遵守されているか等をチェックし事故防止

に努める必要がある

Ⅲ．施工体制の点検と施工実態の把握

●現場責任者や専門技術者等の施工体制が確保されているか、元請け企業の下請け施

工への関与等施工プロセスの「見える化」

●作業人工や機械施工等の稼動実態把握による適正な積算歩掛への反映

（歩掛調査の省略）

ニーズの概要
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監督職員等の目の替わりに映像を活用
ライブ配信により、即時確認し次工程へ
録画高倍速により、確認時間短縮
不安全行動の常時監視による事故抑制
施工実態把握による歩掛調査の代替

期待するシーズ

Ⅰ.現場監督・検査の負担軽減

・画像計測による出来形確認
（段階確認）
・リアル動画による品質状況
確保のための施工状況確認

Ⅱ.施工状況の確認による事故抑制

・作業員の不安全行動
チェック
・作業手順書遵守の可否

Ⅲ.施工体制の点検・
施工実態の把握

・現場常駐者、専任者の有無、
元請の下請けへの施工の
関与
・作業人工・機械稼働の確認
による積算歩掛りへの反映

事務所等で監督職員
が動画確認

３Ｄデジタルカメラ（ドローン等） ウェブカメラ
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No.13 ＩＣＴ技術の活用による工事現場と事務所間での簡
易的な映像協議技術

出先機関における工事監督業務として、現場立会時の移動時間が大きなウエイトを占めて
いる。（遠方の場合、片道１時間（往復２時間）程度を要す。正規勤務時間の約２５％）

内容によっては電話だけで対応できる場合もあるが、それだけでは困難で現場に赴くケー
スが多く、その都度現場への移動に時間を要している。

ニーズの概要

管轄地域の遠方に向
かう場合には片道１時
間以上かかる場合も
ある

■各出先機関位置

現場立会状況
（各施工段階の確認や施工方法の相談等）



No.13 ＩＣＴ技術の活用による工事現場と事務所間での簡
易的な映像協議技術

現場と事務所で簡易的に映像協議できるような技術があれば・・・
発注者側の移動時間の大幅な時間短縮
受注者側の手待ち時間の縮減

期待するシーズ

工事現場
（受注者）

事務所
（発注者）

リアルタイムでの
音声＋映像＋３次元図面データ等

を用いた映像協議

★期待する利用ツール
通信端末（タブレット、専用端末）

ドローン等を用いたリアルタイムな現地可視化
山間僻地でも対応できる技術（通信問題等）

発注者及び受注者共に大きな時間短縮効果があり建設現場の生産性向上に寄与する！！


